
子どもたちは、身近な出来事や問題を探る仲間との対話を通して動植物への親しみを深め、考えが違う友
達と「複数の視点で比べ、総合的に判断すること」の必要性に気付いた。そして、栽培物を守るという共
通の関心事は、同じ環境で生きる生き物への興味や疑問への探究となり、子どもたちは対話を繰り返す中
で問題解決や興味の対象への思考を深めている。また、家庭や地域社会、専門家との関わりによる探究の
継続は、「生き物の幸せを知る・考える」という生き物との向き合い方や関わり方の深化につながった。

考 察

昨年末から、一人一鉢でイチゴの苗を育て、冬越しをして花が咲き、実が生り、植物を愛でる気持ちが芽生えて
きている。ところが、網をかけていたにもかかわらず、連休中にイチゴがいくつか盗られていた。
下図は、子どもたちが「イチゴを食べたのは誰？」という身近な事象に興味をもって関わり、安心し信頼のおける「つ
ながり」の中で「対話」を重ね、意欲的に目的に臨み、自らの思考を深めていく過程を示す。

イチゴを食べたのは誰？　～対話で【探求】【命の気付き】～  5歳児 5月　

京都市立明徳幼稚園（京都府）
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もうすぐ実が
できるかも！

“じぶん”のイチゴがとられている！

またイチゴがとられた！

カメラに写っていたのは誰？！

「動物園の飼育員さんならわかると思う」

❶ “自分”のいちごを守りたい　～つながることで膨らむ思い～

❷ “自分”の“いちご”をみんなで守ろう　～対話を通して共有する思い～

❺ どこが同じ？　どこが違う？　～対話を通して気付く～

❹ 幼稚園の生活と家庭での生活がつながる

❻ 対話を通して思考が深まる

❼ 専門家・動物園の獣医さんとつながり、
対話を通して新たに気付く

“みんな”でいちごでを守ろう いちごも大事。動物も大事。

“自分”のいちごを守ろう

次は絶対
収穫したい！

まゆこ「周りを囲んだらいい」

たか「タヌキもありえる。だって足が黒い」

たか「じゃあハクビシンや。しっぽは長いし、足も黒い！」

はると「それなら、アナグマで決まりだな」

これまでの経緯や
子どもたちの思いを伝える 動物園の獣医さんとつながる

「いちごをとった動物はテンです」
「“野生動物”のテンとはなかよくなれません」
「えさをあげてはいけません」
「自然のままで生きていることが幸せなのです」

はると「イタチだと思うけど、お父さんに教えてあげないと」

はると「カメラで撮ろう」

はると「（プランターの大きさと同じぐらいだから）
　　アナグマがタヌキってことになるなあ」

あきと「ぼくは（お腹の色が違うから）
　　　４つの中にはいないと思うよ」

さら「高い方がいいね」

きょうた「罠をしかけよう」

きょうた「じゃあ、スーパーのいちごならどうかな」

あきと「偽物のいちごをつくろう」

たか「動物も生きているんだからかわいそう」

花を見ている間に
いちごのことを忘れる作戦だ！

一緒にいちごを
守ろう！

てつや「タヌキはしっぽが短いよ」

みゆき「足の色が同じだからアナグマだ」

さら「タヌキは顔が違うよ」

ZOOM
でつながる

対話を通して思考が深まる

つながることで思いが膨らむ

対話を通して思いを共有する

対話を通して気付く

はると「確かに。テンということもある」

YouTubeで配信 家族とつながる

幼稚園の生活とつながる
お父さんと
調べる

家族で
予想する

❾ 「生き物は自由がいいんだよ」

❽ 生き物を飼うことの“責任”に気付く

生き物に興味を
持ち始める

持ってきたザリガニが
みんな死んでしまう

「死んでしまったのは
私のせいだ」

カブトムシを大切に
最後まで世話をする

赤ちゃんの幼虫を
捕まえて二人で飼う

夏休みに入る前に
幼虫をどうするか尋ねる

幼虫は“自由”が
いいんだよ

幼虫を逃がすことを
決める

生き物が大好き

つかまえたい
傍に置いておきたい

生き物を飼うことの
責任に気付く

対話から
新たな気付きへ

“自然のまま”であることが
生き物を大切にすることに気付く

なつき

かずとし  と  あきと
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